
東大寺

　　奈良県新公会堂にレンタカーを止めて大仏殿へと向かう



「鴟尾の庭」とある



　　　　　旧奈良県公会堂の屋根にあった唐招提寺の鴟尾を模したものをモチーフに造園化している







　　遠方に大仏殿の屋根が見えてくる







　　　　　右手は大仏殿の屋根、左手は南大門の屋根



南大門の屋根





南大門/国宝/鎌倉時代（1199年）再建









　　　　　大仏様の特徴/組物の間に遊離尾垂木を使う
↓

　　　　　←

　大仏様の特徴/垂木に幅広の鼻木を打ちつけ木口を見せない



大仏様の挿肘木





　　　　　正面に中門が見える





　　大仏様の特徴/隅は扇垂木である







　　　　　組物同士は通肘木（とおしひじき）で繋いでいる

　　挿肘木の先端は木鼻に大仏様の特徴が表れている/挿し肘木と挿し肘木の間は皿斗で支えられている



内部でも挿肘木と貫（6層）が良く分かる



金剛力士像（阿形（あぎょう））/国宝/1203年造立



　　　大仏様の特徴/天井がなく、屋根裏を化粧にしている



　　　　　軒を支える組物は、大仏様六手先となっている





　　正面が中門



境内側から見る







参考ホームページ
http://orion.fken.ise.osaka-sandai.ac.jp/orion/jap/hstj/nara/nandaimon.html
http://web.kyoto-inet.or.jp/org/orion/jap/hstj/nara/todaiji2.html

http://orion.fken.ise.osaka-sandai.ac.jp/orion/jap/hstj/nara/nandaimon.html
http://web.kyoto-inet.or.jp/org/orion/jap/hstj/nara/todaiji2.html


　中門の上に大仏殿の屋根が見える



　　手前が中門



　　　中門/重要文化財/江戸時代中期（1716年頃）再建













持国天 　　多聞天（兜跋毘沙門天）









　　　廻廊

















　　　　　大仏殿（金堂）/国宝/江戸時代（1709年）再建





　　　一重裳階付き寄棟造本瓦葺/世界最大の木造建築

　　　　　　↑
　　　金堂正面中央手前に、現存する銅灯籠中、最古の八角灯籠(国宝)が見える









　　　　　組物は六手先(むてさき)







　　　　和様と大仏様の折衷様式/母屋は大仏様、軒天井は和様の小組格天井/江戸時代に流行の唐破風屋根がついている









　　　　　挿肘木が使われている















　　　舎那大仏（るしゃなだいぶつ） 















　右脇侍の虚空蔵菩薩坐像（江戸時代：重文）



　　広目天（大仏殿北西隅） 　　多聞天（大仏殿北東隅）













　右脇侍の虚空蔵菩薩坐像（江戸時代：重文）



　　　　柱は集成材のように、いくつかの木材を組み合わせている/集成材的なこの種の技法の最古の現存例は、中尊寺金色堂(1124年建立)という



参考ホームページ

http://web.kyoto-inet.or.jp/org/orion/jap/hstj/nara/todaiji.html

http://web.kyoto-inet.or.jp/org/orion/jap/hstj/nara/todaiji.html


　　　　東大寺大仏殿建地割図（描き起し図）/神戸大学工学部建築史研究室









　　　　　　鎌倉再建大仏殿





　　　創建当初の伽藍の縮小模型









　　　鎌倉再建大仏殿の縮小模型



江戸再建大仏殿



　　　　　　鏡池から中門を望む



インターネットより


